









Report of the Psychological Care at Schools After Disasters：





受理日　平成 29 年 1 月 7 日
研究ノート
1.  はじめに
　平成 28 年 4 月 14 日、16 日の熊本地震は、その後
の余震を含め熊本・大分地方に大きな被害をもたらし































小中学校（合計 137 校、小学校 95、中学校 42）を訪
問した。5 月 23 日から 7 月末までの期間（10 週、10















3.  SC 活動の背景状況および目的






行う会議室や、宿泊用の 40 畳ほどの和室 2 室（男女）
が無料で提供された。
　初日にオリエンテーションが行われた。セミナーハ














　6 月 10 日付け熊本日日新聞は「熊本地震の影響で、
『心のケア』が必要な熊本市小中学生が新たに 1215 人」






















4.  SC としての活動







































































































































































































































































6.  SC の活用の仕方





和歌山県で言えば、2015 年度は 100 名の通常 SC が




の 1、他府県の臨床心理士も約 4 分の 1、あとはこれ
に準ずる者という構成である。県内だけでは十分な臨
床心理士を派遣できていないのが、本県の現状である。




　本格的に通常 SC が学校へ入り始めたのは 1995 年
で、当時文部省の委託事業として始まった。本県では


























6. 2.  中央教育審議会答申「チームとしての学校」


















































































資する SC 個人の力量を向上させ、SC の上手な活用
の仕方を知ってもらうとともに、教育・保健医療・福
祉領域など他職種との連携を図っていくことを企画し
ている。微力ではあるが、いざというときのために日
頃の協働体制を強化していきたい。
（今回の派遣に伴い、お世話になった皆様に深く感謝
申し上げます）
